
総代会は信用金庫の最高意思決定機関です
　信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念に、会員1人ひとりの意見を最大の価値とする協同
組織金融機関です。したがって、会員は出資口数に関係なく、1人1票の議決権を持ち、総会を通じて当金庫の経営に参
加することとなります。しかし、当金庫では、会員数が大変多く、総会の開催は事実上不可能です。そこで、当金庫では
会員の総意を適正に反映し、充実した審議を確保するため、総会に代えて総代会制度を採用しております。
　この総代会は、決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重要事項等を決議する最高意思決定機関です。した
がって、総代会は、総会と同様に会員１人ひとりの意見が当金庫の経営に反映されるよう、会員の中から適正な手続によ
り選任された総代により運営されます。

総代会制度について

総代が選任されるまでの手続き

 総代会とその選任方法

 総代会の仕組み

総代は次のステップを踏んで選任されます。

総代の任期と定数、選任方法は
以下のとおりです。

総代会は、会員の総意を適正に反映
するための制度です。

（1）総代の任期・定数
●総代の任期は3年です。
●総代の定年は原則として満75歳です。
●総代の定数は80人以上110人以内で、会員数に応じて各
選任区域ごとに定められております。
　なお、平成21年3月31日現在の総代数は107人で、会員数
は27,661人です。

（2）総代の選任方法
　総代の選考は、総代候補者選考基準に基づき次の3つの手
続を経て選任されます。
●会員の中から総代候補者選考委員を選任する。
●その総代候補者選考委員が総代候補者を選考する。
●その総代候補者を会員が信任する。（異議があれば申し立て
る）

（１） 資格要件
 当金庫の会員であること

（２） 適格要件
 ❶総代としてふさわしい見識を有している者
 ❷良識をもって正しい判断ができる者
 ❸金庫の理念・使命を十分理解している者
 ❹原則として、年齢が満72歳以下の者
 ❺その他総代選考委員が適格と認めた者

（平成16年8月1日制定)

総代候補者選考基準

決算に関する事項、理事・
監事の選任、定款変更等
重要事項の決定

❸理事長は、総代候補者氏名を店頭掲示
し、所定の手続を経て、会員の代表として
総代を委嘱

❶理事会の議決に基づき理事長が選
考委員を委嘱し、選考委員の氏名を
店頭掲示
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総代候補者
選考委員の
選任❶ 総代候補者の

選考❷ 総代の選任❸
理事会の議決により、
選任区域ごとに会員
の中から選考委員を
委嘱

選考委員が総代候補者を
選考

理事長に報告

総代候補者の氏名を1週
間店頭掲示

上記事項について福島民
報新聞に公告

総代候補者のうち総代に
なることについての異議
申出期間（公告後2週間
以内）

●会員から異議がない場合
　　　または
●選任区域の会員数の1/3
未満の会員から異議の申
出があった総代候補者

●選任区域の会員数の
1/3以上の会員から異
議の申出があった総代
候補者

当該総代候補者が選任
区域の総代定数の1/2
以上

当該総代候補者が選任
区域の総代定数の1/2
未満

Ⓐ他の候補者を選考 Ⓑ欠員（選考を行わない）

理事長は総代に委嘱 総代の氏名を店頭に1週
間掲示

選考委員の氏名を店
頭に掲示

左記❷以下の手続を経て

ⒶⒷいずれか選択

総代の業種別構成比
会員と総代の業種別構成比は幅広いものとなっております。
会員業種別構成比（平成21年3月31日現在）

製造業

会員数（人）

構成比（％）

建設・ガス供給業 卸小売業 各種サービス 個　人 合　計

27,661

100.00

20,270

73.28

1,410

5.10

2,137

7.73

3,002

10.85

842

3.04

総代業種別構成比（平成21年3月31日現在）
製造業

総代数（人）

構成比（％）

建設・ガス供給業 卸小売業 各種サービス 個　人 合　計

107

100.00

5

4.67

28

26.17

35

32.71

25

23.37

14

13.08

会津信用金庫地区別総代一覧（平成21年3月31日現在）

●報告事項　第59期業務報告、貸借対照表、損益計算書報告の件
●決議事項　第1号議案  剰余金処分案承認の件
            　　第2号議案  定款一部変更の件

第59期通常総代会の決議事項
平成21年6月26日に開催された第59期通常総代会において、
右記の事項が付議され、それぞれ原案通り承認されました。

総　　　代　　　名区　　分

第一区
（会津若松地区）

第二区
（会津若松地区）

第三区
（会津若松地区）

第四区
（会津若松地区）

第五区
（喜多方地区）

第六区
（旧会津本郷地区）

第七区
（旧会津高田地区）

第八区
（会津坂下地区）

第九区
（旧田島地区）

第十区
（西会津地区）

第十一区
（旧山都地区）

第十二区
（猪苗代地区）

第十三区
（宮下地区）

（以上107名）

光塗装（株）

福島日石（株） （株）ホシノ

小島英一 （代取）佐藤尚大 渡部成実 遠藤俊夫 小池嘉吉 小林正四郎 関本育宏 渡部英雄
新田　繁 渡部秀一 神保光一 真田倭夫 新井田透
鈴木善九郎 板垣賢介 森田慶一 中川迪子 相馬鐵平 馬場隆夫
山崎捷子 林平八郎 星野信一 菊地昭司 山口修誉 大塚正浩
成田　介 （代取）磯田修一 白川　博 成田　栄 矢木栄次郎 福島慎二 渡部正男 （代取）五十嵐要介
星　　晋 高橋　勝 志藤弘明
星　龍一 小野満矩 竹田秀一 東海林信二 佐原　元 佐藤忠孝 渡部信英 佐藤義昭
大塚陽一郎 石田一夫 安田　茂 赤城　明
荒池和男 鈴木俊二 竹内孝英 宗像利浩 吉川禮子 多田秀一
新山平伍 塩田好豊 小島喜雄 木崎寿信 小池倉一 長嶺邦宏 川島俊英 栗城重正
江川守弥 江川幸男 土田左近 天野俊彦 佐藤克己 伊藤徳威 鈴木源一 小池勇一
上野征男 鈴木二三夫 猪俣恒雄 吉澤鎬弥
渡部勝男 芳賀沼養一 細井　一 大貫啓二 二瓶郁郎 菊地義久 大橋仁一郎 猪股純一
大桃　勲 小林弘司
和久井正己 川上　甫 川口良平 伊藤　豊 長谷川君男 渡部　昌 三留晃衛
斎藤安功 稲庭勝美 小澤　奬 佐藤久夫 田代　衛
赤埴征弥 東條一雄 浅井甚一郎 江花祥雄 阿部重男 渡部新司 渡部常男
栗城昭吉 長谷川恒雄 佐久間源一郎 齋藤公朗    
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総代会は信用金庫の最高意思決定機関です
　信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念に、会員1人ひとりの意見を最大の価値とする協同
組織金融機関です。したがって、会員は出資口数に関係なく、1人1票の議決権を持ち、総会を通じて当金庫の経営に参
加することとなります。しかし、当金庫では、会員数が大変多く、総会の開催は事実上不可能です。そこで、当金庫では
会員の総意を適正に反映し、充実した審議を確保するため、総会に代えて総代会制度を採用しております。
　この総代会は、決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重要事項等を決議する最高意思決定機関です。した
がって、総代会は、総会と同様に会員１人ひとりの意見が当金庫の経営に反映されるよう、会員の中から適正な手続によ
り選任された総代により運営されます。

総代会制度について

総代が選任されるまでの手続き

 総代会とその選任方法

 総代会の仕組み

総代は次のステップを踏んで選任されます。

総代の任期と定数、選任方法は
以下のとおりです。

総代会は、会員の総意を適正に反映
するための制度です。

（1）総代の任期・定数
●総代の任期は3年です。
●総代の定年は原則として満75歳です。
●総代の定数は80人以上110人以内で、会員数に応じて各
選任区域ごとに定められております。
　なお、平成21年3月31日現在の総代数は107人で、会員数
は27,661人です。

（2）総代の選任方法
　総代の選考は、総代候補者選考基準に基づき次の3つの手
続を経て選任されます。
●会員の中から総代候補者選考委員を選任する。
●その総代候補者選考委員が総代候補者を選考する。
●その総代候補者を会員が信任する。（異議があれば申し立て
る）

（１） 資格要件
 当金庫の会員であること

（２） 適格要件
 ❶総代としてふさわしい見識を有している者
 ❷良識をもって正しい判断ができる者
 ❸金庫の理念・使命を十分理解している者
 ❹原則として、年齢が満72歳以下の者
 ❺その他総代選考委員が適格と認めた者

（平成16年8月1日制定)

総代候補者選考基準

決算に関する事項、理事・
監事の選任、定款変更等
重要事項の決定

❸理事長は、総代候補者氏名を店頭掲示
し、所定の手続を経て、会員の代表として
総代を委嘱

❶理事会の議決に基づき理事長が選
考委員を委嘱し、選考委員の氏名を
店頭掲示
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総代候補者
選考委員の
選任❶ 総代候補者の

選考❷ 総代の選任❸
理事会の議決により、
選任区域ごとに会員
の中から選考委員を
委嘱

選考委員が総代候補者を
選考

理事長に報告

総代候補者の氏名を1週
間店頭掲示

上記事項について福島民
報新聞に公告

総代候補者のうち総代に
なることについての異議
申出期間（公告後2週間
以内）

●会員から異議がない場合
　　　または
●選任区域の会員数の1/3
未満の会員から異議の申
出があった総代候補者

●選任区域の会員数の
1/3以上の会員から異
議の申出があった総代
候補者

当該総代候補者が選任
区域の総代定数の1/2
以上

当該総代候補者が選任
区域の総代定数の1/2
未満

Ⓐ他の候補者を選考 Ⓑ欠員（選考を行わない）

理事長は総代に委嘱 総代の氏名を店頭に1週
間掲示

選考委員の氏名を店
頭に掲示

左記❷以下の手続を経て

ⒶⒷいずれか選択

総代の業種別構成比
会員と総代の業種別構成比は幅広いものとなっております。
会員業種別構成比（平成21年3月31日現在）

製造業

会員数（人）

構成比（％）

建設・ガス供給業 卸小売業 各種サービス 個　人 合　計

27,661

100.00

20,270

73.28

1,410

5.10

2,137

7.73

3,002

10.85

842

3.04

総代業種別構成比（平成21年3月31日現在）
製造業

総代数（人）

構成比（％）

建設・ガス供給業 卸小売業 各種サービス 個　人 合　計

107

100.00

5

4.67

28

26.17

35

32.71

25

23.37

14

13.08

会津信用金庫地区別総代一覧（平成21年3月31日現在）

●報告事項　第59期業務報告、貸借対照表、損益計算書報告の件
●決議事項　第1号議案  剰余金処分案承認の件
            　　第2号議案  定款一部変更の件

第59期通常総代会の決議事項
平成21年6月26日に開催された第59期通常総代会において、
右記の事項が付議され、それぞれ原案通り承認されました。

総　　　代　　　名区　　分

第一区
（会津若松地区）

第二区
（会津若松地区）

第三区
（会津若松地区）

第四区
（会津若松地区）

第五区
（喜多方地区）

第六区
（旧会津本郷地区）

第七区
（旧会津高田地区）

第八区
（会津坂下地区）

第九区
（旧田島地区）

第十区
（西会津地区）

第十一区
（旧山都地区）

第十二区
（猪苗代地区）

第十三区
（宮下地区）

（以上107名）

光塗装（株）

福島日石（株） （株）ホシノ

小島英一 （代取）佐藤尚大 渡部成実 遠藤俊夫 小池嘉吉 小林正四郎 関本育宏 渡部英雄
新田　繁 渡部秀一 神保光一 真田倭夫 新井田透
鈴木善九郎 板垣賢介 森田慶一 中川迪子 相馬鐵平 馬場隆夫
山崎捷子 林平八郎 星野信一 菊地昭司 山口修誉 大塚正浩
成田　介 （代取）磯田修一 白川　博 成田　栄 矢木栄次郎 福島慎二 渡部正男 （代取）五十嵐要介
星　　晋 高橋　勝 志藤弘明
星　龍一 小野満矩 竹田秀一 東海林信二 佐原　元 佐藤忠孝 渡部信英 佐藤義昭
大塚陽一郎 石田一夫 安田　茂 赤城　明
荒池和男 鈴木俊二 竹内孝英 宗像利浩 吉川禮子 多田秀一
新山平伍 塩田好豊 小島喜雄 木崎寿信 小池倉一 長嶺邦宏 川島俊英 栗城重正
江川守弥 江川幸男 土田左近 天野俊彦 佐藤克己 伊藤徳威 鈴木源一 小池勇一
上野征男 鈴木二三夫 猪俣恒雄 吉澤鎬弥
渡部勝男 芳賀沼養一 細井　一 大貫啓二 二瓶郁郎 菊地義久 大橋仁一郎 猪股純一
大桃　勲 小林弘司
和久井正己 川上　甫 川口良平 伊藤　豊 長谷川君男 渡部　昌 三留晃衛
斎藤安功 稲庭勝美 小澤　奬 佐藤久夫 田代　衛
赤埴征弥 東條一雄 浅井甚一郎 江花祥雄 阿部重男 渡部新司 渡部常男
栗城昭吉 長谷川恒雄 佐久間源一郎 齋藤公朗    
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